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１
　
所
在
地
　
　
　
岡
山
市
新
道

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
八
年

（平
１０
）
二
月
―
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
岡
山
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
草
原
孝
典

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
荘
園
遺
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
―
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

新
道
遺
跡
は
、
広
義
の
岡
山
平
野
の
中
央
を
流
れ
る
旭
川
下
流
の
西
岸
に
形

成
さ
れ
た
自
然
堤
防
上
に
位
置
し
て
い
る
。
こ
の
辺
り
は
、
藤
原
氏
の
氏
の
長

者
が
管
理
す
る
所
領
、
い
わ
ゆ

る
殿
下
渡
領
で
あ
る
鹿
田
庄
域

に
含
ま
れ
る
可
能
性
が
高
い
。

当
遺
跡
よ
り
西
へ
○

・
五
航
の

地
点
に
あ
る
鹿
田
遺
跡
で
は
、

古
代
か
ら
中
世
の
遺
構
が
濃
密

に
分
布
し
て
お
り
、
地
名
か
ら

も
同
遺
跡
が
鹿
田
庄
の
中
心
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

鹿
日
庄
は
南
北
朝
期
ま
で
そ
の
存
在
が
文
献
上
に
残
っ
て
い
る
存
続
時
期
の
長

い
荘
園
で
あ
り
、
鹿
田
遺
跡
の
周
囲
に
は
少
な
か
ら
ず
集
落
遺
跡
が
分
布
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
広
い
範
囲
の
な
か
で
鹿
田
庄
と
遺
跡
の
関
係
を
考
察
す

る
必
要
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
当
遺
跡
の
古
代

・
中
世
の
遺
構
面
は
、

庇
田
庄
と
直
接
関
連
付
け
ら
れ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

今
回
の
発
掘
調
査
は
、
岡
山
市
立
清
輝
小
学
校
の
プ
ー
ル
及
び
給
食
棟
新
築

工
事
に
伴
い
行
な
わ
れ
た
も
の
で
、
調
査
面
積
は
約

一
〇
〇
〇
ド
で
あ
る
。
遺

構
面
は
大
き
く
分
け
る
と
、
江
戸
時
代

（城
下
町
）、
中
世
、
奈
良
時
代
の
三
面

で
あ
る
。
奈
良
時
代
の
遺
構
面
で
は
遺
構
の
分
布
が
稀
薄
で
、
主
な
も
の
と
し

て
は
火
葬
に
用
い
た
と
思
わ
れ
る
長
方
形
の
土
坑
が
検
出
さ
れ
た
の
み
で
あ
る
。

一
方
中
世
の
遺
構
面
で
は
柱
穴

・
土
坑

・
井
戸

。
濤
が
検
出
さ
れ
た
が
、
遺

構
の
分
布
は
調
査
区
の
北
東
付
近
だ
け
で
あ
り
、
中
世
集
落
の
南
端
部
に
調
査

区
が
位
置
す
る
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
根
石
を
持
つ
柱
穴
で
構
成
さ
れ
た
建
物

と
井
戸
の
方
向
は

一
致
し
て
お
り
、
あ
る
程
度
規
則
的
な
遺
構
配
置
を
行
な
っ

て
い
る
集
落
で
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

木
簡
は
中
世
の
面
で
検
出
さ
れ
た
井
戸
の
井
戸
枠
内
か
ら
出
土
し
た
。
井
戸

は
、
径
約
二

・
五
ｍ
の
円
形
掘
形
の
中
央
に
、
板
を
組
み
合
わ
せ
た

一
辺
約

一
。
二
ｍ
の
方
形
の
井
戸
枠
を
据
え
た
も
の
で
、
井
戸
枠
内
及
び
そ
の
上
面
か

ら
、
土
師
質
椀

・
小
皿
、
白
磁
椀

・
壺
、
須
恵
質
捏
鉢
や
、
木
製
品
で
は
箸

・

下
駄

・
横
櫛

・
刀
形

。
曲
物
の
底
板
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
と
く
に
土
師
質

椀

・
小
皿
は
完
形
の
も
の
が
多
く
、
数
層
に
分
か
れ
て
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た

(岡山南部)
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こ
と
か
ら
、
完
形
土
器
を
廃
棄
す
る
祭
祀
が
、
複
数
回
行
な
わ
れ
た
も
の
と
推

測
さ
れ
る
。
こ
の
井
戸
の
年
代
は
、
出
土
品
か
ら

一
二
世
紀
後
半
と
考
え
ら
れ

ＺＯ
。井

戸
か
ら
出
上
し
た
荘
園
の
名
な
い
し
名
主
と
推
測
さ
れ
る
久
廷
が
弁
済
し

た
こ
と
を
記
し
て
い
る
木
簡
ω
と
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
本
遺
跡
は
荘
園
の
経

営
管
理
を
行
な
う
施
設
、
荘
家
で
あ
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
と
思
わ
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

硼
　

日
――
□
御
庄
久
延
弁
」

一
①

含
”
ｏ
）
×
Ｐ
６
×
∞
　
ｏ
Ｐ
Φ

②
　
・
「大
々
寸
魚
下

。
「□
々
寸
魚
下
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ
溢
巽
∞
冨

①

　

口

川

日

〕
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
Ｐ
ｅ

Ｘ

こ

巡

釦

ｏ
解

ω
の

「御
庄
」
は
前
述
の
よ
う
に
鹿
田
庄
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
②
は
下
都
中

央
に
欠
損
痕
が
あ
り
、
軸
が
付
い
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

本
木
簡
の
釈
読
に
あ
た
り
、
岡
山
大
学
狩
野
久

（当
時
▼

久
野
修
義

・
今

津
勝
紀
の
各
氏
よ
り
ご
教
示
を
得
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（草
原
孝
典
）
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